
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 東海財務局長

【提出日】 平成28年10月25日

【四半期会計期間】 第35期第３四半期（自　平成28年７月１日　至　平成28年９月30日）

【会社名】 株式会社ブロンコビリー

【英訳名】 ＢＲＯＮＣＯ　ＢＩＬＬＹ　Ｃｏ．，ＬＴＤ．

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　竹市　克弘

【本店の所在の場所】 愛知県名古屋市名東区平和が丘一丁目75番地

【電話番号】 052－775－8000（代）

【事務連絡者氏名】 取締役経営企画部長　　古田　光浩

【最寄りの連絡場所】 愛知県名古屋市名東区平和が丘一丁目75番地

【電話番号】 052－775－8000（代）

【事務連絡者氏名】 取締役経営企画部長　　古田　光浩

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

株式会社名古屋証券取引所

　(愛知県名古屋市中区栄三丁目８番20号)　

 

EDINET提出書類

株式会社ブロンコビリー(E03517)

四半期報告書

 1/14



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第34期

第３四半期累計期間
第35期

第３四半期累計期間
第34期

会計期間
自平成27年１月１日
至平成27年９月30日

自平成28年１月１日
至平成28年９月30日

自平成27年１月１日
至平成27年12月31日

売上高 （千円） 11,657,816 13,716,722 15,926,800

経常利益 （千円） 1,739,165 2,181,428 2,463,375

四半期（当期）純利益 （千円） 1,097,748 1,422,510 1,626,296

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 2,199,210 2,199,210 2,199,210

発行済株式総数 （株） 15,070,800 15,070,800 15,070,800

純資産額 （千円） 11,791,124 13,446,250 12,322,045

総資産額 （千円） 14,120,956 15,994,199 14,959,693

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 72.84 94.39 107.91

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 94.36 －

１株当たり配当額 （円） 18.00 11.00 27.00

自己資本比率 （％） 83.5 84.0 82.4

 

回次
第34期

第３四半期会計期間
第35期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 28.47 33.44

　（注）１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

 　　　 ２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

　　　　４. 第34期第３四半期累計期間及び第34期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　５. 当社は、平成27年７月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。なお、１株

当たり配当額において、第34期中間配当以前については当該株式分割前の実際の配当金の額を記載しており

ます。

 

２【事業の内容】

　　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く一方、世界経済の減速懸念や円

高・株安が景況感に影響を与える懸念もあり、景気の先行きは不透明な状況で推移しております。外食産業におき

ましては、消費者の選別志向・節約志向が一段と強まり、中食を含めた競争は更に激化する厳しい状況で推移して

おります。

 

当社ではこのような環境下、お客様が外食に求めるご家庭では味わうことのできない

　　①「できたて」の美味しい料理と気持ちよいサービス

　　②楽しい店づくりを通じた「心地よいひととき」

を提供する「ご馳走レストラン」のコンセプト実現に引き続き取り組んでまいりました。

 

　商品・販売戦略として、お食事全体の満足度向上を目指し、食後のデザートの提案として食べ放題となる「ジェ

ラートバー」を７月に全店導入いたしました。ファクトリー（自社工場）の製造能力を活用し自社製造したジェ

ラートは、ファミリー客が増加する夏休み期間に重なりご好評をいただきました。また、原料・食材の調達力と

ファクトリーの商品開発力を活かし、出店が加速する中で商品の新たな起爆剤として地域限定メニュー「アリゾナ

グレインリブロースステーキ」や「やわらかヒレステーキ」等の導入に取り組みました。

販売促進では、新規顧客の獲得を狙い６月には「100店舗突破キャンペーン」を実施いたしました。また主力顧

客のファミリー層に対してお子様に人気の「キッズクラブ」の積極的な会員獲得に取り組み、新規のお客様の固定

化促進を図りました。キッズクラブの企画としてメールやクーポンを配信、お誕生日企画の他に春は「入園・入学

企画」、夏には「夏祭り」等の企画を実施し、お客様の「ハレの日」需要の取り込みに努めました。

出店・成長戦略では、９店舗の出店と１店舗の閉鎖を実施し、店舗数を105店舗としました（平成28年９月末日

現在）。大阪府への初出店を果たし関西地区への出店を着実に進めております。また既存店活性化のため14店舗の

改装と、並行してデジタルサイネージの全店導入を進めました。

 

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、既存店の売上高増に加え前年に開店した店舗の貢献により、売

上高137億16百万円（前年同期比17.7%増）、利益面では、継続して取り組んだ原価率の改善が奏功し、営業利益21

億46百万円（同24.1%増）、経常利益21億81百万円（同25.4%増）、四半期純利益14億22百万円（同29.6%増）とな

りました。
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（２）資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期会計期間末の資産合計は159億94百万円（前事業年度末149億59百万円）となり10億34百万円増加い

たしました。その主な要因は、流動資産の現金及び預金が３億76百万円及び新規出店等により有形固定資産が６億

27百万円増加したこと等によります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末の負債合計は25億47百万円（前事業年度末26億37百万円）となり89百万円減少いたしま

した。その主な要因は、短期借入金が１億43百万円及び賞与引当金が１億10百万円増加した一方、未払金が１億84

百万円及び未払法人税等が１億26百万円減少したこと等によります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末の純資産合計は134億46百万円（前事業年度末123億22百万円）となり11億24百万円増加

し、自己資本比率は84.0％（前事業年度末82.4％）となりました。その主な要因は、四半期純利益の増加と配当金

の支払いにより利益剰余金が11億21百万円増加したこと等によります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題はありませ

ん。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,520,000

計 22,520,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年10月25日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 15,070,800 15,070,800

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数100株

計 15,070,800 15,070,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成28年７月１日～

 平成28年９月30日
－ 15,070,800 － 2,199,210 － 2,109,210

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　600 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　 15,067,900 150,679 単元株式数100株

単元未満株式 普通株式　　　　2,300 ― ―

発行済株式総数 15,070,800 ― ―

総株主の議決権 ― 150,679 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式28株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ブロンコビリー
愛知県名古屋市名東区

平和が丘一丁目75番地
600 － 600 0.00

計 ― 600 － 600 0.00

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 経営企画部長 取締役 管理部長 古田　光浩 平成28年５月13日
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成28年７月１日から平成28

年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,777,251 7,154,196

売掛金 174,187 149,926

商品及び製品 65,834 54,587

原材料及び貯蔵品 301,589 266,525

その他 213,374 265,299

流動資産合計 7,532,238 7,890,534

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 4,199,917 4,751,577

構築物（純額） 475,029 564,702

工具、器具及び備品（純額） 607,781 778,877

土地 389,999 389,999

その他（純額） 438,980 254,267

有形固定資産合計 6,111,708 6,739,423

無形固定資産 127,374 131,410

投資その他の資産   

差入保証金 862,422 918,740

その他 325,950 314,091

投資その他の資産合計 1,188,372 1,232,831

固定資産合計 7,427,455 8,103,665

資産合計 14,959,693 15,994,199

負債の部   

流動負債   

買掛金 430,425 371,630

短期借入金 106,508 250,117

リース債務 10,662 12,462

未払金 769,418 584,760

未払法人税等 498,815 372,102

賞与引当金 29,253 139,659

販売促進引当金 20,014 21,403

その他 313,783 296,693

流動負債合計 2,178,880 2,048,829

固定負債   

リース債務 171,035 196,188

資産除去債務 265,033 289,911

その他 22,699 13,020

固定負債合計 458,768 499,119

負債合計 2,637,648 2,547,949
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,199,210 2,199,210

資本剰余金 2,109,210 2,109,210

利益剰余金 7,993,395 9,114,501

自己株式 △567 △817

株主資本合計 12,301,249 13,422,106

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 20,796 11,173

評価・換算差額等合計 20,796 11,173

新株予約権 - 12,971

純資産合計 12,322,045 13,446,250

負債純資産合計 14,959,693 15,994,199
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 11,657,816 13,716,722

売上原価 3,249,064 3,704,407

売上総利益 8,408,751 10,012,314

販売費及び一般管理費 6,679,128 7,866,178

営業利益 1,729,623 2,146,136

営業外収益   

受取利息 3,098 2,916

受取配当金 1,160 1,131

受取賃貸料 15,930 15,930

受取保険金 952 5,554

協賛金収入 6,799 30,088

その他 1,475 2,669

営業外収益合計 29,415 58,291

営業外費用   

支払利息 614 362

賃貸費用 15,593 15,594

その他 3,665 7,042

営業外費用合計 19,872 22,999

経常利益 1,739,165 2,181,428

特別利益   

固定資産売却益 1,449 -

特別利益合計 1,449 -

特別損失   

固定資産除売却損 6,315 28,202

減損損失 12,236 -

特別損失合計 18,552 28,202

税引前四半期純利益 1,722,063 2,153,225

法人税、住民税及び事業税 638,466 749,823

法人税等調整額 △14,151 △19,107

法人税等合計 624,314 730,715

四半期純利益 1,097,748 1,422,510
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第２四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第３四半期累計期間において、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日）

減価償却費 447,910千円 569,457千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年１月15日

取締役会
普通株式 120,561 16 平成26年12月31日 平成27年３月３日 利益剰余金

平成27年７月15日

取締役会
普通株式 135,631 18 平成27年６月30日 平成27年９月３日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年１月19日

取締役会
普通株式 135,631 9 平成27年12月31日 平成28年３月１日 利益剰余金

平成28年７月15日

取締役会
普通株式 165,771 11 平成28年６月30日 平成28年９月２日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年９月30日）及び当第３四半期累計期間（自平成28年

１月１日 至平成28年９月30日）

　　当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎　は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 72円84銭 94円39銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 1,097,748 1,422,510

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 1,097,748 1,422,510

普通株式の期中平均株式数（株） 15,070,208 15,070,182

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 94円36銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 4,942

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前事業年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）１. 前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

２. 当社は、平成27年７月１日付で株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を

算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　中間配当に関する事項

　　　平成28年７月15日開催の取締役会において、当期中間配当につき、次のとおり決議いたしました。

　　　①中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　 165,771千円

　　　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 11円00銭

　   ③支払請求の効力発生日および支払開始日　　　　　　平成28年９月２日

　　　（注）平成28年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年10月25日

株式会社ブロンコビリー

取締役会　御中

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　英生　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山田　昌紀　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブロン

コビリーの平成28年１月１日から平成28年12月31日までの第35期事業年度の第３四半期会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年１月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブロンコビリーの平成28年９月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社ブロンコビリー(E03517)

四半期報告書

14/14


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	（１）四半期貸借対照表
	（２）四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

